
英語を5年間で完成
高3時に英語の勉強をする必要がなく、他の科目の勉強に全ての時間をさけます。大学入試の50％は英
語で決まるという程、英語偏重入試が現行ですが、新入試でも大きなアドバンテージとなることでしょう。

★ Ｌevel 1（中1）で英検2級取得
★ Ｌevel 3（中3）でセンター試験194点、
   英検準1級取得
★ Ｌevel 4（高1）で高3の東大実戦を
　受け英語84点

中1でＬevel 1から始めて
★Ｌevel 4のＳさん（高1）は、中学卒業時、暁星の
　ベスト・レーベン賞（英語の最優秀者に贈られる賞）を受賞。
★Ｌevel 4のＮさん（高1）は、Ｌevel 4最下位にもかかわらず、　
　学校の実力試験では学年2位。
★Veritas高3校内模試、上位5名中4名が1学年下である高2
　のＬevel 5生。
★Ｌevel 3（中3）のセンター試験のクラス平均点は、全国平均
　（高3・浪人生）をこえている。クラスの3分の1は既に満点に近い。
★高3のOくん（海城）は、中3時に英検準一級取得。

Ｌevel 5のＭさん（高2・東洋英和）は
アルファベットからヴェリタスで始め

「お帰り問題」とは、授業の最後に、その日扱った核となる問題を解いてもらい、その場で添削指導するものです。内
容の理解が不十分なときは、何が分からないのかが分からず質問出来ない、ということがあるものです。講師にそう
いった穴を発見してもらうことで、疑問をその日、その場で解決できます。より速く深い理解を得られた生徒には、そ
の子に応じて個別にどんどん発展的な内容の演習、プリントの配布、自習書の紹介などを行い、生徒によっては中
学時代に大学範囲に達することも可能です。

中学1年で中学全範囲の数学を修了
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学習方法 演習重視

個別
サポート

　　　　  毎回の授業の導入の際には
「どうしてこのように定義（約束）するのか」
「どうしてこのように計算できるのか」
を全員が納得のいくまで講義しかつ話し合い、自分の言葉
で理由を言える状態にする。そして初めて、計算等の反復
練習に入るということを繰り返します。理由を納得した後は、
反復練習でスピードをあげることも重要なことです。このよ
うなステップを、ノートのとりかた・考え方・宿題のやり方・自
宅学習の仕方にいたるまで細かく指導していきます。

数学は「講義をきいてわかる」ということと「自らの力のみで行
える」ということのギャップがとても激しい教科です。その時わ
かったつもりになっても、いざ家で解こうとすると解けない、と
いう経験は誰にでもあるはずです。「授業で解き方を教えて、
あとは大量の宿題をやってこさせる」という方式はそう簡単
に続けられることでないばかりか、やり方だけを機械的に覚
えるという、間違った勉強に陥ることになってしまいます。

授業の中で実際に手を動かして
演習する時間を多く
とっていきます

勉強の仕方を
1から教えていきます

資格取得
実績中1で始めればＬevel 1 終了時、

英検2 or 3級に95％合格

授業の最後に「お帰り問題」を実施しています

「答がでれば良い」という姿勢ではなく「いかに論理的な推論を自分で行えるか」ということに重
点をおいていきます。ですから「こうすればできる」といった形の講義は行いません。どのようにし
たら、解くことができるのか。そもそもこのような概念はなぜ必要なのか。こうしたことを考え、自
分の言葉で納得しながらすすんでいくような学習形態をとります。

英検3級中1 〈Level 1〉

英検準2級中2 〈Level 2〉

英検2級中3 〈Level 3〉

英検準1級高1 〈Level 4〉

英検1級高2 〈Level 5〉
中学生のうちは中間・期末テストの英語対策は不要

（1）以下を計算せよ．　　　　　　　

①　 　　　　　   ②     　　 　③　　  

（2）級数　　　　　の収束判定を行え．　　　　　

（3）複素平面上で　が以下の図形を動く時，　　   

　　　　　とすると　はどのような図形を動くか？

数 英

Level.1
From the sky we can see the damage that we 
have done to our planet, and the planet looks 
very sick. 
冒頭の前置詞句が、文の主要素とはならず、weを主語と
してきちんと読み取ること、また、関係代名詞の目的格
thatによる文の拡張や、不完全自動詞lookがつくるSVC
の構造など、中学校３年間でおさえるべき英文法のエッ
センスがつまっています。

Field.1

Level.2
Without the newspapers which inform us of 
what is going on in the world from day to 
day, we would feel a great deal of inconve-
nience in our daily life. 
ここでは、if節を使用しない仮定法を的確に読み取るこ
とが、後続の過去形助動詞wouldによって求められて
います。高校英文法の領域のなかでも、学習者が気づき
にくいウィークポイントを狙った英文です。

Level.3
Fifty years ago there was a general, though 
vague, belief that it was the duty of grammar-
ians to lay down rules for the correct use of 
the language, and the duty of everybody else 
to obey them. 
ここでは、従節におけるSVの省略や、同格修飾節that、
派生抽象名詞構文、等位接続詞による見えにくい並列
構造などの、高度な文法知識を動員することが求められ
ています。

Level.4
As there are persons in the world of so mean 
and abject a spirit, that they rather choose to 
owe their subsistence to the charity of others, 
than by industry to acquire some property of 
their own; so there are many more who may be 
called mere beggars with regard to opinions. 
この段階となると、単独の語句の意味や単純な文法現象
ではなく、その語句が文中で果たす機能の正確な指摘や、
ある語のもつ語源的な意味背景といったあらゆる細部を
ゆるがせにしない姿勢と、同時に、翻訳としても十分読者の
要求にこたえうる適切な訳語選択のために、文の脈絡を正
確に追いかけ、英文全体を広範囲に見渡す鳥瞰的視野も
求められます。

Level.5
Next to our powers of reasoning, we value 
sight above all things, and fortunate indeed 
should we be could we but exchange our 
imperfect vision for sight like that of an eagle !  
Little need of spectacles or binoculars does he 
have, for the perfection of this eye enables him 
to become near-sighted or far-sighted at will. 
L5では、「いつ書かれたのか」という歴史的制約や、「誰が
どこで書いたのか」という地域的制約にかかわらず、「いつ
のいかなる人物の手によった英文でも読み解く」ことを目
標としています。たとえ数世紀前の英文であれ、現代の英
文であっても、そこにある語彙や文法などの変化を柔軟に
やりこなし、いかなる壁をも乗り越える力が要求されます。

Field.2

Field.3

Field.4

ＰreUα+U4

世間では難問と評される問題ですが，問題文を読んだ瞬
間にこの式が言いたいことがピンとくるようになっています．
東大の問題であったとしても満点をねらうことのできる季
節です．（本問のみ15分必要です．）

高
2

大
学
受
験

中
1

中
2

中
3

高
1

理系範囲全体を終え，大学の解析学と代数学の大学入試
に必要な部分を過不足なく身につけ終えるときです．
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中学１年で
中学全範囲の数学修了 英語を5年間で完成する

<英検3級　TOEFL(iBT)35>

<英検2級　TOEFL(iBT)65>

<英検準2級　TOEFL(iBT)45>

<英検準1級　TOEFL(iBT)85>

<英検1級　TOEFL(iBT)110～120>

いよいよ，高校範囲の数学の理文共通範囲の全てが終わ
ります．最後の3カ月には，３年分すべての総復習を行い，高
校数学I，A，II，Bが完全の状態で，晴れて高校生になります．

マイナス・ルートから連立一次・二次方程式不等式まで，短
時間でかつ理解した上で反射的に解けるようになります．
実際の数字でなく，文字としての抽象的感覚にも十分に慣
れる頃です．

初等関数，論理の扱いにたけ，Field.1で扱った幾何
をより厳密かつ定量的な立場にたつことができるよう
になります．

・各学年の終了時には、以下の小問が、それぞれ2分程度
 で解る、数学力が身についています。

・それぞれ１年間の学習を経て、辞書なしに以下のような
　英文を読みこなすことが可能になります。
・＜ ＞内は、各レベル終了時に取得可能な資格です。

（1）　　　　　　 のとき，直線　　　　　　  は，

   第1・2・3・4象限のどの部分を通らないか．

（2）　　　　　　                  を解け．
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　の範囲と収束値を求めよ．
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（1）①　　　　    　     ②　　　　       

　　を計算せず図示せよ．

（2）①　　　    ②　　　                      ③　  　       の
     　の図形を答えよ．

（3）半径　の球の表面積が，    　である理由を説明せよ．
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（1）　　　　　　　　    の真偽を答えよ．

（2）　　　　　　　　　　　    を小さい順に並べよ．

（3）① 　　　  ②　　　　　　　    を計算せよ．
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①原点を通る直線 ②原点を通らない直線
④原点を通らない円③原点を通る円

⎛
⎝

⎞
⎠

［新中1］ 数学集中コース（Ｆ1）

［新中1］ 英語集中コース（Ｌ1）

英語

数学

卒業生の二人に一人が、東大生or医大生に。

6年間でこれほどまでに成長できるヴェリタス、6年完成プログラム。

※扱う内容は学習指導要領合わせて、改訂されることがあります。
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学問でも、気持ちが大事。　
　ヴェリタスの授業って、基本的にどの科目も「どう
してこんなことをやろうと思うのか」という気持ちの
部分から入っていくと思うんです。これは正しいこ
とだからとか、あとで大事だから、という一方的な
ものではなく、常に何らかの「！」か「？」の提示から
授業が始まるという（笑）。そういう自分自身の中の、
気持ちの上での納得というか、動機の部分という
か、そこまでを先生がしてくれて、そこから先は、パ
ーツは既に昔の人が揃えてくれてるから、自分でで
きるとこまで組み立ててごらん、という感じで時間をくれる。僕そういう時間がすごい好きで、楽しか
ったんです。例え思いつけなくても、めちゃめちゃ達成感がある。正しいことが降ってきてその後演
習という授業とは全く違って、自分で構築するような、そういう実感があるんです。自分で考えるって
なったときこそ、最初の自分自身が何かしたいっていう気持ちが重要になる。何かしたい！っていう
のがあるから試行錯誤があるわけで、それがなかったら何もできないと思うんです。動機の部分
がないと、美しい解答を見て美しいと思うことはできても、自分でそれを思いつくことは無理じゃな
いですか。だから、なんか客観性のかたまりのような学問であっても、まず、大事なのは主観性なの
かなって。授業の最初に必ず、なぜ、そんなことを考えたいのかの気持ちの共有があるから自分で
も思いつけるようになる。自分で思いつけるようになるのって、本当に楽しいので。

東京大学理科I類  佐々木  一洋さん
学習院高等科卒業 中1から

通塾
競争ではない環境。
　教科に厳しく、雰囲気はゆるくという感じの、ヴェリタスの授業が好きでした。授業でも完全に私語厳
禁というわけでなく、ときには周りの人と相談し合って、ある問題について考えたり、そういうのが楽しかっ
たのを覚えています。すごく頭がいいと感じるクラスメイトが多いのですが、競うという感じではなく、互い
に学んだことを話すので、忘れにくくなったり、記憶の介助になったりして。受験とか学ぶということは、競
争ではなく、支え合うものだと感じられるようになりました。実は、自分より頭のいい人たちをたくさん見て、
自分が無能であると悲観することが中学時代には多かったんです。でも、ヴェリが競争の雰囲気じゃな
かったおかげで、悲観しても何も変わらない、他人と比べても何も変わらない、相対評価するなら、今の
自分と明日の自分の違いで比べるしかない、と徐 に々思えるようになっていきました。

丸覚えは最小ですむ。
　勉強は量の勝負だと思われるかもしれません。もちろん、量は持っていた方がいいですが、どうやって量を
獲得するかが大事だと思います。例えば、単語の語源というものを、どこまできちんと扱うか。通常、学校とかだ
と紹介程度で終わると思うのですが、ヴェリタスでは、扱い方が徹底的に違うんです、量を獲得するために語
源をどのようにとらえていくかという。なので今、医学をやっていても、医学用語は、ラテン語由来であったり、いろ
いろ大変なのですが、語を見れば、何となく意味の想像がついたり、自分で訳語をつくれてしまったりします。こ
ういうのが楽しいんですよね。自分の頭脳が鍛えられている経験というか。語源に限らず、文法でも他科目で
も、論理を重視するということが、結果として丸覚えすることを最小にしてくれるという実感があります。そのお
かげで、結局たくさんの量を獲得できるということにもつながるし、また、自分一人でもたくさんのことを思
いつけるということにつながるのだと思います。

ヴェリタスは弱者を救うんです（笑）。
　中2のころ気分が乗らなくて、休憩時間のあと、わざと遅れ
て教室に入ったりして、そういうときでもほっとかれないんですよ
ね。「あら、せっかくなら」と言われて、何がせっかくなのかわか
らないんですが、あてられて、うわっと思ったんですけど。でも、
あてられて、考えたりやりとりしながら、もう一度その前の部分、
遅刻した部分を説明してくれてるんですよね。たぶんそういう
のがなかったら、ついていけなかったし、結果、やる気がでな
いままだったと思います。なんだかんだ言って、やってることは
とてもむずいことなんで、友達同士で助けあって勉強するのが
当たり前になってるし、支えあう場になっていると思います。学
校より、友人関係が深くて、不思議なところです。

慶應義塾大学医学部医学科  
横山 太郎 さん  早稲田高等学校卒業

櫻井 竜太郎 さん  学習院高等科 

メリハリのつけ方がかっこいい。
　先生も周りの友達も、楽しそうに勉強してるから、強
制的にやらされる感じがなくて、自主的な感じが心地
よかったです。先生方がすごく朗らかで、木田先生と
かもじゃもじゃで、先生っぽくなくて、でもほんとに勉強
好きみたいな。ちゃんと勉強してる感じがかっこいいな
って。普段の朗らかさと学問と向かい合っているとき
の真剣さ、そういうメリハリがかっこいいと思う。東大に
入ってみると、いつも、がりがり勉強してる人ばっかじゃ
ないんですよ。馬鹿なことしたりとか、すごい色 な々事
をやってたりして、メリハリつく人間が多いと思います。
ヴェリは熱いときは熱く、けど勉強とか真面目にやらなきゃいけないときは真面目に。そういうことが入って
よかったと思います。きっちりしてるからこそ、楽しくて。やったぶんだけ、いける感じがはっきりしてました。
地道にやらしてくれるから、それが自信になってました。ここまで地道にやったんだから、読めないはずが
ないっていう強気で読んでくんですよ。そうすると、なんか読めちゃう。あと、復習もしやすかったです。ヴェ
リって定義から教えてくれるので、それが、良かったです。問題説いてるときにわからなくなっても定義に
戻って解く癖がついて。ちゃんと論理立てて問題解くから、論理の飛躍がなく、学校のテストでもちゃんと
点数きますし。VERITASのそういう定義にもどって教えてくれるのが自分的に良かったと思います。

東京大学文科II類 三谷 梨々子 さん
東洋英和女学院高等部卒業

同期が仲がいいというのが伝統になってる。
　授業が受け身じゃないんで、みんな仲良くなるんですよね。難しいことに一緒に取り組ん
だ戦友というか。まだ下の学年だった時にも、先輩たちが仲良さそうにしているのが、なんか、
いいなあと思っていました。高３になると、やっぱり明らかに大変になるんで、余計つながりが
強くなるんですよね。
　授業の代表例としては、みんなで一つの問題をめちゃくちゃ考えて、っていう授業がある
のですが、これが面白いんですよ、他の人の考え方も知れて、ディスカッションしながら、ああ、
そういう考えもあるんだ…って。今まで浮かばなかったアイデアが自分でも浮かんでくるように
なるんで。だから、授業時間外でも、みんなとよく勉強の内容の話をするんです。学校の人か
ら、だべりになっちゃわない？とか言われますが、メリハリある感じでした。自習室がいつでもあ
いているんで、集中してやって、外にあるホワイトボードで、仲間とあーだこーだ言って、わか
らない部分を共有したりして、また自習室に戻ってとか、そんな毎日でした。
　今の高３見るとやっぱ同じ感じでやってて、伝統なんだなと思います。

東京大学理科I類  菊地  哲朗  さん
筑波大附属駒場高等学校卒業

ネイティブの感覚を伝える授業。
　英語の授業は初回からとにかくおもしろくて。最初にやったのは、5つの文型それぞれの取り方だ
ったと思うんですけど、「感覚で読むな、頭から読め、戻るな」っていうのをすごい言われて。ヴェリの
授業を受けてみて、学校では、教える先生がやりやすいように教えられてただけなんだなと思いまし
た。学校のは普通に訳すときにはそれでいいけど、少しひねった文章だと対応できないような教えら
れ方だったけど、ヴェリではそうではなくてネイティブの感覚を教えてもらったと思います。「認識から
自動処理」っていうテキストだったんですけど、まさに自動処理を目指してて、すごい楽しかったです。
例えば“so”は日本語の“そう”って役割と同じで、“so～that” で言えば、～はそんな感じなんだ、
じゃあどれくらいそんな感じなんだっていったらそれをthat以下で言っているっていう。前から戻らず
読むには、こんなふうに読むんだと新鮮でした。

東京大学理科II類  田中 あや さん
お茶の水女子大学附属高等学校卒業

実は文系も論理ガチガチ 。
　一般的に、文系ってほわんってとらえられているけど、当たり前のことですが、実は
法とかすごい論理でガッチガチに固められているし、判決も判例の論理的組み合わ
せの仕方のガチガチさとかすごくて。政治も政治家の行動とかみてると思いつき？と
か思うけど、政治学自体は、かなり理論的に枠組みがあって、それを、現在の行動に
も実際に当てはめてみてるとかなり腑に落ちたり、高２のころ、文系なのにF4（数III
のクラス）とって、時間押しているのに問題解かず、やばいやばいって言いながら公
式を導出したりしてた頃の、論理構成が、すごく考える基礎をつくってくれたなって。
実生活でそんなこと考えながら暮らしているわけではないけど、文系の学問を学ぶ
上でも強く意識できているなって感じですね。

東京大学文科III類  胡田 聡美 さん
桜蔭高等学校卒業

在学生編

大学生編

中1から
通塾

中1から
通塾

中1から通塾していたOB・OGに聞きました。

医系に進んだOBに聞きました。 文系に進んだOGに聞きました。 中1からヴェリタスに通塾した先輩の在学時代の声です。

理系の学部に進んだOB・OGに聞きました。

中1から
通塾

黒谷  京叶さん 白百合学園高等学校

少ない量を完璧にする。
　大学受験は、演習量が勝負のように言われますが、僕はこの1年で逆だと感じました。ヴ
ェリのテキストは、全然多くない、最初、薄！という感じで。例えば、物理の単振動だとしても
4問だけ？。でも、どれだけ統一的な見方で、どの問題も解けてしまうという構成になってて、
構造がクリアに見える問題を少数精鋭で繰り返しやれば、自然と応用が効くようになって
いく。慣れればいいと、無闇に手を出すのではなく、少量を完璧にすることが大事だと思
いました。そして演習量よりも、「いかに自分以外の視点をもつか」がキーな気がします。周り
の友達や先生だったらどう思うだろう？採点者だったらどう思うだろう？とか。僕は元々、視
野狭窄なところがあって、自分が正しいというか、一つのことしか見えなくなるときがあって。
他の人の立場に立てると、手詰まりになったときにやっぱり強いなって思いました。

東京医科歯科大学医学部医学科  榊原 遼太郎 さん
開成学園高等学校卒業

中1から
通塾

なんで？を解決できる場所。
　わかんないことがあるとなんで？なんで？ってなっちゃっ
て、結構親とかに「なんでなんでうるさいよ」って言われる
んですよ（笑）。でも他の塾の話聞くと、授業中質問禁止ら
しくて。だから教えあえる、コミュニケーションできるのっ
て、貴重なんだなって思います。なんで？って思った時に、
自分で気づかなきゃいけないこともあるけど、人からヒント
をもらわないと気づけないようなこともあるじゃないです
か。ちゃんと解決しないとなんか気持ち悪いから、聞ける
場所があるっていうのはすごくいい。解決できる、ああーっ
てなれるのがヴェリタスだなーって。

中嶋 汐音 さん  東邦大学附属東邦高等学校
大学数学のレベルまで学べる。　　  
  パンフレットを見て入りたいと思ったんですが、最初は両親
が全然許してくれなくて（笑）。「今度の期末試験これだけの
点数取ったら行かせて！」って説得して行かせてもらいまし
た。今では両親もすごい「通って良かったね」って言ってくれ
てます。カリキュラムとかがすごい他の塾と違いますね。他の
塾では問題をいっぱいこなして解法を暗記しろみたいな感
じなんですけど、ヴェリタスってちゃんと数学の根本から大
学数学のレベルまでを教えてくれて。最初の授業では「え、こ
んな定理の証明からやるの？」「何の意味があるんだろう？」
とか思ったんですが、今になってそのやり方がすごい役に立
っています。

中1から
通塾
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保護者様が週1回一年間通って下さいました。
VERITASに子供を通わせている保護者の方が、自分ももう一度きちんと数学を学んでみたいという動機の下、忙しい仕事の中
週1回一年間通って下さいました。保護者の視点も併せもった方からみて、ヴェリタスがどのように映ったのか語っていただきました。

中学生の娘の通う塾　̶高校生にまざって授業を受ける決心̶
　きっかけは、保険業界の数学の資格試験に思い立った事でした。高校生のときに、数学をモノにできなかったという思
いがあり、心のどこかに「いつか数学をきちんと勉強してみたい」という思いがくすぶっていたような気がします。私は、文系
でしたので理系範囲を高校ではやっていませんでした。いろいろと試行錯誤しましたが、独学は難しいと判断し、「社会人
でも高校数学を学べる場所はないか？」と探し始めました。インターネットで、探し回りましたが、社会人を対象にしている塾
で、私が求めていたものに合致するところはなかなか見つからず、仕事が忙しいこともあり、時間ばかりがすぎて行きました。
ふと娘の通う、VERITASのホームページを見ると、大学生、社会人も学べると書いてあります。基本は高校生の大学受験
向けの塾ではあるものの、学びたい人には門戸を広く開いている姿勢がホームページから読み取れ、保護者としてではな
く電話をしてみました。折り返し永島先生が電話をくださり、私の要望、何を学びたいか、時間の制約などの条件、その他を
聞いてくださいました。永島先生は、私の年齢など全く問題にせず、「やりましょう。菅原さんの状況ならＦ４（数IIICのクラス）
がよいでしょう。」と言ってくださいました。ちょうど春になる時期でしたので、開講と同時にVERITASに入学しました。

授業を受けて、変わったこと
　当初、高校生にまざって授業を受けることに不安もありました。しかし、一回授業を受けてみて、私にも分かるんだ、と、20年も
数学をやっていない私でも充分にわかる！ということにまず驚きました。VERITASの授業では、常に定義（definition）を意識す
るよう繰り返し言われました。それから、「いま判明している材料から、自分達で考える」作業をずいぶんやりました。こういうことを
繰り返すうちに、「『いまやろうとしていること（学ぼうとしていること）』の中で最も重要なコトを頭の中心に置き（定義し）、そこから
１つずつ論理的に作業をすすめれば、道を誤らない」ということが実感でき、どんどん身についていきました。「わかる」「理解す
る」ために、どういう頭の働かせ方をすべきか。そのために守るべきルールは何か。そういうことを教えてもらいました。そしてそれ
は、数学のみならず、すべての科目に共通するものだと思います。受験はもちろん、仕事をするうえでも大きく役立っています。

実際通ってみて感じた雰囲気
　VERITASの生徒さんは、仲が良く、明るい雰囲気で、いい子たちだなと見ていて和む感じでした。しかし、勉強に関して
は、自分自身に厳しさを持っていると感じました。先生方の方は、こんなにも細かく生徒を見てくれているのか、と驚きました。
気さくでコミュニケーション能力に長けていて、今の若い世代にはこういう人達がいるのだと。例えば、相手の性格によって、
同じ事を伝えるのでも、受け入れやすい様に表現を変えたり、誤解を生まないように配慮したり、励ます時と叱る時の使い分
けなど、子どもの教育という意味でも勉強になりました。また、質問というものに対して、相手の立場にたって丁寧に対応して
くれるため、授業の後は自然と生徒が集まってきていました。自分が望めば、いくらでも勉強ができる、そんな場所でした。私
が高校生のときにこういう勉強をしていれば…と思うと、VERITASに中学・高校から通える方 を々とても羨ましく思います。

損害保険会社勤務  菅原 直樹 さん

授業終了後に、F1（数学）、 
L1（英語）の中学１年生の
皆さんに聞きました。（一部のみです）

初講日アンケート 先輩が初回の授業を受けて、どう感じたかを載せています。

●キチキチ勉強というムードでは      
　なく､楽しく授業が進められてい
　て良かった（筑附）

●先生と話しやすい（女子学院）

●かなり多くのことを勉強している
　　のに、全く早いと感じなかった　
　　（山脇学園）

●例文を何度も書くから、授業が
　終わったときには完ぺきに覚え
　られる（筑附）

●たくさん覚えることができたので、
　得したような気がした（筑駒）

●「本日の予定」をたんたんとでき
　て、それなのに、内容がわかりや
　すい（お茶女）

●文法の本当の理由が分かって、
　文章が書きやすくなった（市川）

●前の先輩のノートの取り方が分か
　って、参考にできるのがよい（暁星）
●英語って面白い！（立教池袋）

英語 Level1（新中1）

●どんどん進むので集中力が切れ 
　ない（海城）
●ペースがゆっくりめで分かりや
　すかったので、授業内容を理解
　できた（東洋英和）

●口で言ったことをしっかりまとめて
　書いてくれて分かりやすい（海城）

●何度も問題をやって、やり方が身
　に付くポイントを書いていたところ
　（慶應中等部）

●楽しかった。語帳に絵を描きたい
　（東洋英和）

●1つ1つ細かくやってくれて最後に
　まとめをしてくれるのがいい
　（豊島岡女子）

●頭がフル回転するから眠くなら
　ない（女子学院）

●「なぜ」を分かり易く教えてくれた
　（暁星）
●早くて飽きるとこがなくて楽しい
　（筑駒）

初講日 実施アンケート

 （白百合）

在学生編

松岡 晃成 さん  國學院高等学校在学

原理の根本から導き出していく。

　自分が質問したことに対してどうアプローチしていくか、講師が一方的じゃなく生徒
と一緒に考えてくれる、そういうところが結構印象的です。正解をズバリ言わないで、
「今どこまで理解できてて、どうしたら完璧な理解まで行けるのか？」ということを、そ
のプロセスの中で自分がわかっている所からちょっとずつ広げていく。急にバン！って
新しいものを挙げるんじゃなくて、自分のわかっているところから広げてくれるから、
本当に理解できるんだと思います。講師は話しやすくて、ちょっとでも不思議に思った
ところをすぐきけるのも良いですね。

　前に通っていた塾では結構公式を覚えないといけなかったんですが、それが自分に
は合わなくて。ヴェリタスでは、原理の根本から導き出していくという感じで全然違う。
例えば数学だと、「証明できなかったら使うな」みたいな。自分が使う公式が本当に合
ってるのか確信を持てないと、答案に確信を持てないじゃないですか。与えられたもの
をやるだけだと頭を使わないので、自分でアクティブにやった方が理解は深まると思い
ます。一つの公式から別の公式が導かれる場合でも、それぞれを別々に与えられると、
その関係性を見出せなくてたくさん覚えないといけなくなるので、その意味でも原理は
大切だと思います。

在学生編
（中学1年生）

櫻井 まゆ さん  都立日比谷高等学校在学

バラバラだった数学の知識がつながった。 
　ヴェリタスに入る前は普通に問題を解いて終わってたんですけど、ヴェリタスの最初1
月くらいから授業受けてたら、私が数学であやふやにしてたところが埋まっていくよう
な感じがしたんです。頭の中でバラバラにあった数学の知識がつながるみたいな、そう
いう感じがして。すごいですよね、ちょっと感動しました。たぶん私は原理があまり分か
ってなかったんじゃないかと思うんですけど、そこを埋めてくれたので、なんか数学が
一つになったという感じがしました。

数学の世界が広がるというか、見方が広がるというか。

講師が一緒に考えてくれる。

数学 Field1 （新中1） 初講日 実施アンケート

●数学って算数より楽しそう（雙葉）

●効率とスピードが今までと全く違う！
　（武蔵）

●長いのに集中力がもつ（白百合）

●段階を踏んでいて分りやすい
　（開成）
●真面目な授業の中にも冗談などが
　はいっていた。楽しく学ぶことができ
　ました（白百合）

●演習時間がたっぷりあってわかりや
　すい（桜蔭）

●小学校の時の算数とは違って数学
　は奥が深いと思いました
  （学大世田谷）

●知らなかった幾何の証明が分かる  
　様になった（慶應普通部）

●マイナスの意味がわかった！（海城）

●とても楽しくふだんの生活にかぶせ
　ながら教えて下さったのでとても楽し
　かった（桐朋）

●人数が多くても先生に質問しや
　すい（筑附）

●図や例をつかって細かく説明して　
くれるのでうれしい（渋幕）

●例えが具体的（東京女学館）

●わかりやすく、面白く、自分達が
　きちんと授業に取り組めるような
　感じで教えてくれた（雙葉）

●体験の時の算数より、数学の方が 
　面白い！（開成）

●面白い話を交えて説明されるので、
　正負の数についてしっかり理解す
　ることができた（筑駒）

●ただ教えてくれるだけでなく、理　
　由から詳しく説明してくれたので
　よかった（雙葉）

●どうしてこうなるのかを、しっかり説
　明してもらえたので、よかったです
　（女子学院）
●頭が整理出来た！（暁星）

 （開成）

VERITASでは、10年以上前から2021年新入試制度の主眼である、学び手たちの主体性・協働性・多様性
を軸にした授業を行っています。（生徒たちのインタビューから感じてみて下さい）

（一部抜粋） （一部抜粋）

●ヴェリってどんなところ？
多民族国家！
変であることが許される感じ。
うん、否定されないもんね。
変なことどんどん言える、授業中がそんな
雰囲気！
あー（みな口 に々）
なんか、間違ってても、正しい部分とか
掘ってくれるし、教科書的に正しくても、微
妙な間違いをみつけてくる、そんな感じ。
おー
でもだから言いやすいよね。
不思議と頭に残る！
わいわいやってたほうが逆に頭が動いて
る感じがするよね。
学校だったら何となく進んでくんだけど、
それとは違う感じ。
最後の深いとこまで教えてくれる。
突き詰められる感じ。
あと、問題に対する先生のちょっとしたコ
メントが好き。

問題解くときの気持ち？みたいなやつ。
あれいいよね。
あのコメントのおかげで、どの解き方がいい
かなって考えながら解く癖がついた。
質問とかしやすいです！
つぶやいただけで先生が反応してくれる
よね。
あーそれあるある！
学校だと発言するの恥ずかしいけど、ヴェリ
だと恥ずかしくない。
みんな質問しまくってるよね。
わからないっていいやすいよ。
教室が狭くて最初嫌だったけど、密着感の
せい？ 仲良くなりやすい！
学校とは違う、仲のよさ？学校が違う人と知
り合えるのがいいよね。
自然となんか話すようになったよね。
うんうん。
休み時間にわかんないこと結構話すよね。
座った席次第で、新しい友達が増える。
みんなと一緒に考える場所って感じ。

話していると刺激されるよね。
塾っぽくないよね。
そうそう塾じゃなーい。
ゆるーい。
あと、先生が先生じゃないみたい。
なんか、今日ヴェリタスじゃん、って思って、来
たら楽しむ場所。
勉強しないタイプもだんだんやるようにな
る、宿題がっつりだから（笑）
宿題の答えの中にトラップが混ざってるから
写すとやばい。
逆にどこがトラップか探したくなる（笑）
そうそう！トラップあるのがいい。答を疑う気
持ちが生まれるようになる（笑）
授業中に、考える時間をしっかりくれるのが
いいと思う。
おかえり問題がいい！わからないとこなくして
帰れる！
今日のことがわからないと、かえれなーい（笑）
ヴェリくると不思議とやんなきゃなって気持
ちになります！！

●アドバイスは？
授業はちゃんと来よう！
そう！1回来ないと結構めんどくさいことになる！
宿題はやれば絶対に結果がでるから絶対
やってくるべき！
家で復習して昨日やったとこをもう1回やって
思い出すのはおすすめ。復習大事！
先生めっちゃ優しいからわかんなくなったら
すぐ先生のとこ行って質問するほうがいい！
分からないことをそのままにして帰らない！
あとノートはしっかりとったほうがいい。
マイ・ベスト・参考書を作るイメージ？
うん、1日の授業で4～6枚ノート使ってるから
すぐノートなくなっちゃう。学校だと使い切れ
ないこと多いのに。
ノートに色 メ々モるようにしたらよかったよ！
板書がよくまとまってるから、何度も見返した
くなる。特に語帳！
語帳が綺麗になると成績もあがっていく。
うん、わかるとやっぱもっとやりたくなるよ。
単コン大変だけど、結構覚えられるから、学
校の英語は楽勝！
友達は作った方がいいと思う！
つくるというか、自然と仲良くなれた、お帰り問
題とかわかんないこと聞いて。
友達がいると心強いし楽しい！
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　　ヴェリタスのディスカッション問題はすごいいろんな解き方があるから、皆が違う解き
方で解いてきて、どうやった？って。自分が全然思いつかなかった解法でやってる人を見る
と、すごい刺激を受けて面白いです。同じ問題を解いてるのに全然違う見方があって、色々
分かって楽しいです。みんな分かんない問題とかがたまにあるんですけど、先生がちょっと
したヒントを下さって、話し合って自分たちの力で答えが分かった時はすごい嬉しいんで
す、達成感が。今までは一個解法を考えてみて、だめだったらいつもそこでもう無理だって
なってたんですけど、他の見方が分かってきて、それを何個かやっていくうちにあ、これだ！
っていうものが見つかって。解けなかった問題も、全然違う見方にするとすごい簡単に解
けたりするので楽しいです。

父母の方
紹介



保護者様が週1回一年間通って下さいました。
VERITASに子供を通わせている保護者の方が、自分ももう一度きちんと数学を学んでみたいという動機の下、忙しい仕事の中
週1回一年間通って下さいました。保護者の視点も併せもった方からみて、ヴェリタスがどのように映ったのか語っていただきました。

中学生の娘の通う塾　̶高校生にまざって授業を受ける決心̶
　きっかけは、保険業界の数学の資格試験に思い立った事でした。高校生のときに、数学をモノにできなかったという思
いがあり、心のどこかに「いつか数学をきちんと勉強してみたい」という思いがくすぶっていたような気がします。私は、文系
でしたので理系範囲を高校ではやっていませんでした。いろいろと試行錯誤しましたが、独学は難しいと判断し、「社会人
でも高校数学を学べる場所はないか？」と探し始めました。インターネットで、探し回りましたが、社会人を対象にしている塾
で、私が求めていたものに合致するところはなかなか見つからず、仕事が忙しいこともあり、時間ばかりがすぎて行きました。
ふと娘の通う、VERITASのホームページを見ると、大学生、社会人も学べると書いてあります。基本は高校生の大学受験
向けの塾ではあるものの、学びたい人には門戸を広く開いている姿勢がホームページから読み取れ、保護者としてではな
く電話をしてみました。折り返し永島先生が電話をくださり、私の要望、何を学びたいか、時間の制約などの条件、その他を
聞いてくださいました。永島先生は、私の年齢など全く問題にせず、「やりましょう。菅原さんの状況ならＦ４（数IIICのクラス）
がよいでしょう。」と言ってくださいました。ちょうど春になる時期でしたので、開講と同時にVERITASに入学しました。

授業を受けて、変わったこと
　当初、高校生にまざって授業を受けることに不安もありました。しかし、一回授業を受けてみて、私にも分かるんだ、と、20年も
数学をやっていない私でも充分にわかる！ということにまず驚きました。VERITASの授業では、常に定義（definition）を意識す
るよう繰り返し言われました。それから、「いま判明している材料から、自分達で考える」作業をずいぶんやりました。こういうことを
繰り返すうちに、「『いまやろうとしていること（学ぼうとしていること）』の中で最も重要なコトを頭の中心に置き（定義し）、そこから
１つずつ論理的に作業をすすめれば、道を誤らない」ということが実感でき、どんどん身についていきました。「わかる」「理解す
る」ために、どういう頭の働かせ方をすべきか。そのために守るべきルールは何か。そういうことを教えてもらいました。そしてそれ
は、数学のみならず、すべての科目に共通するものだと思います。受験はもちろん、仕事をするうえでも大きく役立っています。

実際通ってみて感じた雰囲気
　VERITASの生徒さんは、仲が良く、明るい雰囲気で、いい子たちだなと見ていて和む感じでした。しかし、勉強に関して
は、自分自身に厳しさを持っていると感じました。先生方の方は、こんなにも細かく生徒を見てくれているのか、と驚きました。
気さくでコミュニケーション能力に長けていて、今の若い世代にはこういう人達がいるのだと。例えば、相手の性格によって、
同じ事を伝えるのでも、受け入れやすい様に表現を変えたり、誤解を生まないように配慮したり、励ます時と叱る時の使い分
けなど、子どもの教育という意味でも勉強になりました。また、質問というものに対して、相手の立場にたって丁寧に対応して
くれるため、授業の後は自然と生徒が集まってきていました。自分が望めば、いくらでも勉強ができる、そんな場所でした。私
が高校生のときにこういう勉強をしていれば…と思うと、VERITASに中学・高校から通える方 を々とても羨ましく思います。

損害保険会社勤務  菅原 直樹 さん

授業終了後に、F1（数学）、 
L1（英語）の中学１年生の
皆さんに聞きました。（一部のみです）

初講日アンケート 先輩が初回の授業を受けて、どう感じたかを載せています。

●キチキチ勉強というムードでは      
　なく､楽しく授業が進められてい
　て良かった（筑附）

●先生と話しやすい（女子学院）

●かなり多くのことを勉強している
　　のに、全く早いと感じなかった　
　　（山脇学園）

●例文を何度も書くから、授業が
　終わったときには完ぺきに覚え
　られる（筑附）

●たくさん覚えることができたので、
　得したような気がした（筑駒）

●「本日の予定」をたんたんとでき
　て、それなのに、内容がわかりや
　すい（お茶女）

●文法の本当の理由が分かって、
　文章が書きやすくなった（市川）

●前の先輩のノートの取り方が分か
　って、参考にできるのがよい（暁星）
●英語って面白い！（立教池袋）

英語 Level1（新中1）

●どんどん進むので集中力が切れ 
　ない（海城）
●ペースがゆっくりめで分かりや
　すかったので、授業内容を理解
　できた（東洋英和）

●口で言ったことをしっかりまとめて
　書いてくれて分かりやすい（海城）

●何度も問題をやって、やり方が身
　に付くポイントを書いていたところ
　（慶應中等部）

●楽しかった。語帳に絵を描きたい
　（東洋英和）

●1つ1つ細かくやってくれて最後に
　まとめをしてくれるのがいい
　（豊島岡女子）

●頭がフル回転するから眠くなら
　ない（女子学院）

●「なぜ」を分かり易く教えてくれた
　（暁星）
●早くて飽きるとこがなくて楽しい
　（筑駒）

初講日 実施アンケート

 （白百合）

在学生編

松岡 晃成 さん  國學院高等学校在学

原理の根本から導き出していく。

　自分が質問したことに対してどうアプローチしていくか、講師が一方的じゃなく生徒
と一緒に考えてくれる、そういうところが結構印象的です。正解をズバリ言わないで、
「今どこまで理解できてて、どうしたら完璧な理解まで行けるのか？」ということを、そ
のプロセスの中で自分がわかっている所からちょっとずつ広げていく。急にバン！って
新しいものを挙げるんじゃなくて、自分のわかっているところから広げてくれるから、
本当に理解できるんだと思います。講師は話しやすくて、ちょっとでも不思議に思った
ところをすぐきけるのも良いですね。

　前に通っていた塾では結構公式を覚えないといけなかったんですが、それが自分に
は合わなくて。ヴェリタスでは、原理の根本から導き出していくという感じで全然違う。
例えば数学だと、「証明できなかったら使うな」みたいな。自分が使う公式が本当に合
ってるのか確信を持てないと、答案に確信を持てないじゃないですか。与えられたもの
をやるだけだと頭を使わないので、自分でアクティブにやった方が理解は深まると思い
ます。一つの公式から別の公式が導かれる場合でも、それぞれを別々に与えられると、
その関係性を見出せなくてたくさん覚えないといけなくなるので、その意味でも原理は
大切だと思います。

在学生編
（中学1年生）

櫻井 まゆ さん  都立日比谷高等学校在学

バラバラだった数学の知識がつながった。 
　ヴェリタスに入る前は普通に問題を解いて終わってたんですけど、ヴェリタスの最初1
月くらいから授業受けてたら、私が数学であやふやにしてたところが埋まっていくよう
な感じがしたんです。頭の中でバラバラにあった数学の知識がつながるみたいな、そう
いう感じがして。すごいですよね、ちょっと感動しました。たぶん私は原理があまり分か
ってなかったんじゃないかと思うんですけど、そこを埋めてくれたので、なんか数学が
一つになったという感じがしました。

数学の世界が広がるというか、見方が広がるというか。

講師が一緒に考えてくれる。

数学 Field1 （新中1） 初講日 実施アンケート

●数学って算数より楽しそう（雙葉）

●効率とスピードが今までと全く違う！
　（武蔵）

●長いのに集中力がもつ（白百合）

●段階を踏んでいて分りやすい
　（開成）
●真面目な授業の中にも冗談などが
　はいっていた。楽しく学ぶことができ
　ました（白百合）

●演習時間がたっぷりあってわかりや
　すい（桜蔭）

●小学校の時の算数とは違って数学
　は奥が深いと思いました
  （学大世田谷）

●知らなかった幾何の証明が分かる  
　様になった（慶應普通部）

●マイナスの意味がわかった！（海城）

●とても楽しくふだんの生活にかぶせ
　ながら教えて下さったのでとても楽し
　かった（桐朋）

●人数が多くても先生に質問しや
　すい（筑附）

●図や例をつかって細かく説明して　
くれるのでうれしい（渋幕）

●例えが具体的（東京女学館）

●わかりやすく、面白く、自分達が
　きちんと授業に取り組めるような
　感じで教えてくれた（雙葉）

●体験の時の算数より、数学の方が 
　面白い！（開成）

●面白い話を交えて説明されるので、
　正負の数についてしっかり理解す
　ることができた（筑駒）

●ただ教えてくれるだけでなく、理　
　由から詳しく説明してくれたので
　よかった（雙葉）

●どうしてこうなるのかを、しっかり説
　明してもらえたので、よかったです
　（女子学院）
●頭が整理出来た！（暁星）

 （開成）

VERITASでは、10年以上前から2021年新入試制度の主眼である、学び手たちの主体性・協働性・多様性
を軸にした授業を行っています。（生徒たちのインタビューから感じてみて下さい）

（一部抜粋） （一部抜粋）

●ヴェリってどんなところ？
多民族国家！
変であることが許される感じ。
うん、否定されないもんね。
変なことどんどん言える、授業中がそんな
雰囲気！
あー（みな口 に々）
なんか、間違ってても、正しい部分とか
掘ってくれるし、教科書的に正しくても、微
妙な間違いをみつけてくる、そんな感じ。
おー
でもだから言いやすいよね。
不思議と頭に残る！
わいわいやってたほうが逆に頭が動いて
る感じがするよね。
学校だったら何となく進んでくんだけど、
それとは違う感じ。
最後の深いとこまで教えてくれる。
突き詰められる感じ。
あと、問題に対する先生のちょっとしたコ
メントが好き。

問題解くときの気持ち？みたいなやつ。
あれいいよね。
あのコメントのおかげで、どの解き方がいい
かなって考えながら解く癖がついた。
質問とかしやすいです！
つぶやいただけで先生が反応してくれる
よね。
あーそれあるある！
学校だと発言するの恥ずかしいけど、ヴェリ
だと恥ずかしくない。
みんな質問しまくってるよね。
わからないっていいやすいよ。
教室が狭くて最初嫌だったけど、密着感の
せい？ 仲良くなりやすい！
学校とは違う、仲のよさ？学校が違う人と知
り合えるのがいいよね。
自然となんか話すようになったよね。
うんうん。
休み時間にわかんないこと結構話すよね。
座った席次第で、新しい友達が増える。
みんなと一緒に考える場所って感じ。

話していると刺激されるよね。
塾っぽくないよね。
そうそう塾じゃなーい。
ゆるーい。
あと、先生が先生じゃないみたい。
なんか、今日ヴェリタスじゃん、って思って、来
たら楽しむ場所。
勉強しないタイプもだんだんやるようにな
る、宿題がっつりだから（笑）
宿題の答えの中にトラップが混ざってるから
写すとやばい。
逆にどこがトラップか探したくなる（笑）
そうそう！トラップあるのがいい。答を疑う気
持ちが生まれるようになる（笑）
授業中に、考える時間をしっかりくれるのが
いいと思う。
おかえり問題がいい！わからないとこなくして
帰れる！
今日のことがわからないと、かえれなーい（笑）
ヴェリくると不思議とやんなきゃなって気持
ちになります！！

●アドバイスは？
授業はちゃんと来よう！
そう！1回来ないと結構めんどくさいことになる！
宿題はやれば絶対に結果がでるから絶対
やってくるべき！
家で復習して昨日やったとこをもう1回やって
思い出すのはおすすめ。復習大事！
先生めっちゃ優しいからわかんなくなったら
すぐ先生のとこ行って質問するほうがいい！
分からないことをそのままにして帰らない！
あとノートはしっかりとったほうがいい。
マイ・ベスト・参考書を作るイメージ？
うん、1日の授業で4～6枚ノート使ってるから
すぐノートなくなっちゃう。学校だと使い切れ
ないこと多いのに。
ノートに色 メ々モるようにしたらよかったよ！
板書がよくまとまってるから、何度も見返した
くなる。特に語帳！
語帳が綺麗になると成績もあがっていく。
うん、わかるとやっぱもっとやりたくなるよ。
単コン大変だけど、結構覚えられるから、学
校の英語は楽勝！
友達は作った方がいいと思う！
つくるというか、自然と仲良くなれた、お帰り問
題とかわかんないこと聞いて。
友達がいると心強いし楽しい！
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　　ヴェリタスのディスカッション問題はすごいいろんな解き方があるから、皆が違う解き
方で解いてきて、どうやった？って。自分が全然思いつかなかった解法でやってる人を見る
と、すごい刺激を受けて面白いです。同じ問題を解いてるのに全然違う見方があって、色々
分かって楽しいです。みんな分かんない問題とかがたまにあるんですけど、先生がちょっと
したヒントを下さって、話し合って自分たちの力で答えが分かった時はすごい嬉しいんで
す、達成感が。今までは一個解法を考えてみて、だめだったらいつもそこでもう無理だって
なってたんですけど、他の見方が分かってきて、それを何個かやっていくうちにあ、これだ！
っていうものが見つかって。解けなかった問題も、全然違う見方にするとすごい簡単に解
けたりするので楽しいです。

父母の方
紹介


